
第3章 FP層下面の調査

2-Bブロック

畦状遺構 5号畦：幅3.Zm、高さ 14cm、走向

N-84°-W。谷を横断し、ほぼ直線的に伸びている。

畦の中央部が低くなっており、 2本の畦が並んでい

るようである。この低い部分に特に焼土や炭化物が

多い。丸岩 1区4号畦と形態が類似しており、両者

は約50mの間隔をあけてほぼ平行している。畦上の

炭化物は、タケ亜科のものが含まれている。土層観

察用のベルトを残して、畦全体を徐々に掘り下げた

が、ピットなど人工の掘り込みは確認できなかった。

古い畦状遺構 2号古畦：調査区の北西隅から伸び

5号畦中の焼土

る畦で、 5号畦との交点付近では、高まりはほとん

どわからない。5号畦の断面Dでも痕跡は認められ

ない。しかし局囲に比べて、全体的に炭化物の含有

量が多い。 蹄跡少ない。 その他畦以外の部

分にもところどころに炭化物が散っている。

5号畦トレンチ全景 （東から）

5号畦全景（西から）
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第3章 FP層下面の調査

2-Cプロック

蹄跡 少ない。特にKI-25グリッド付近では、確認

されていない。 その他 この付近では、ススキ属

の根株の痕跡と思われる、円形の高まりがまとま っ

て検出された。ただし、断面観察や植物珪酸体分析

などを行っていないため、断定はできない。
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2-Dプロック

畦状遺構 6号畦：幅］．4m、高さ 9cm、走向

N-56°-W。KM-29グリッドに畦の一端があり、東

に行くにつれて不明瞭になる。高まりは目立たなく

なるが、痕跡は調査区東壁まで続く 。畦上には焼土

・炭化物があり、焼土の下に炭化物があることが多

6号畦上の炭化物 （北から）

第4節 白井丸岩遺跡

い。炭化材の分析で、コナラ節のものが検出されて

いる。 古い畦状遺構 2号畦：走向N-3°-E。断

続的に続く 。高さは平均 5cm程であるが、場所によ

っては、高さが8cmになる。焼土粒・炭化物粒を含

む。 蹄跡 少ない。2号畦上にも蹄跡がある。

焼土・炭化物集中範囲（西から）

2-Dブロック全景 （西から）
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第4節 白井丸岩遺跡
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第3章 FP層下面の調査

2-Eブロック

古い畦状遺構 2号畦：幅1.6m、商さ 5cm、走向

N-2°-E。表面は滑らかで、内部に炭化物層を挟む。

FP-FA間の土壌層を少し削ると、点々と炭化物や

焼士が検出された。 蹄跡 ほぼ東西方向に、蹄跡

が直線的に並んでいる。しかし、 一連の歩行跡とし

て認められるものはなかった。 KP-30グリッドなど

で小さい蹄跡が確認された。

B L=l95. 50m 
2号古畦

2号古畦の焼土・炭化物分布（西から）

第145図 2号古畦断面図 ゜
丸岩2区畦セクション

遺構 断面 幅 晶さ FP滉
炭化物 焼土

FAの FA下面 1 

そ 他
番号 番号 じり土 残存

の
m cm の凹凸

5 A 3.2 14 

゜゜
△ 凸

5 B 3.2 13 

゜゜゜
僅かに凸

5 C 3.6 15 

゜゜゜
凸

6 B 1.2 ， 
゜

△ 凸 1この断面にはないが、焼土・炭化物あり。

2古 A 2. 7 8 

゜
△ 僅かに凸 I畦上に蹄跡あり。

2古 B 1.6 5 △ 

゜
僅かに凸

2-Eプロック全景 （北から）
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第3章 FP層下面の調査

3区概要

微地形 概ね平坦であるが、調査区の西寄りが高く、

中央部が僅かに低くなっている。 遺構 調査区の

南寄りで、ほぽ東西方向の走向をもつ畦状遺構が2

本並んで検出された。その内の 1本は古い畦状遺構

である。調査区北西隅に、南へ伸びる畦があり、そ

れと平行するように古い畦状遺構がある。調査区の

中央部には、「入」の字を裏返したような形に、 4本

の畦が集まっている。また、南西部で道が1条検出

された。 蹄跡分布 全体的に少ないが、 10号畦と

3号古畦の間は、やや多い。畦状遺構の左右で、蹄

跡の分布に違いがある場合が多い。 地表面の様子

9号畦と 8号畦に挟まれた部分とその南側では、地

表面の色調が黒褐色であるが、 9号畦の北側や 8号

畦の東側は、暗褐色で滑らかな地表面である。立木

痕は 4箇所で確認され、いずれも畦の脇にある。

ロ
LJ |
l

ー＼＿

c
 

干J-21 

B 

-¥U-21 

11号立木

15m 

笠 L0195.50m
第147図丸岩3区全体図

竿

第148図 3区断面図

゜
4.5m 

f5̀  

丸岩3区全景 （南から）
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3-Aブロック

畦状遺構 7号畦：幅1.6m、高さ 10cm、走向

N-81°-W。FP混じりの土が畦の最上層を構成する

が、その層がない場所があり、 KT-26グリッドでは、

帯状に畦を横切っている。断面Bでは、畦下のFA上

面に落ち込みがあり、炭化物・焼土を含んでいる。

古い畦状遺構 3号古畦：幅1.6m、高さ6cm、走向

N-78°-W。7号畦の北側に、ほぽ平行するように伸

びる。 蹄跡 7号畦を境にして、南側では蹄跡は

第4節 白井丸岩遺跡

ほとんど検出されなかった。北側でも数はさほど多

くないが、明瞭に残っており、 3号畦上にも蹄跡が

ある。 立木 11号立木： 7号畦のすぐ脇で、径

1.2m程の浅い落ち込みが検出された。根跡部分の

土層はFPを含む。立木の部分だけFAの堆積が途切

れている。 12号立木： 11号立木と隣接して、径65cm

程の浅い落ち込みが確認された。 その他 7号畦

の南側には、円形の僅かな高まりが、多数見られた。

これらはススキ属の根株痕跡と類似する。

3-Aプロック（上から）

3-Aブロック（実体視用）
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3-Bブロック

畦状遺構 8号畦：幅2.2m、高さ12cm、走向N-2°-W。

炭化物の薄層を挟む。 蹄跡残存状況が良く、数

量もKW-25グリッド付近でやや多い。 KV-25グリッ

ドの一郭を、シリコン樹脂を用いて型どりし、現状

保存してある。 その他 8号畦の西側に、植物痕

の多い、帯状の僅かな高まりがある。 8号畦断面Bで

は、この高まり部分のFAの残存が良く、古い畦の可

能性がある。また、このブロックは地表面の色調が

黒みを帯びており、植物痕が良く残っている。円形

の僅かな高まりが、点々と存在する。KW-23グリッ

8号畦断面A （南から）

第4節 白井丸岩遺跡

ドでは、地表面の土壌に周囲より多くFPが混じる。

蹄跡（白線記入前） （南東から）

蹄跡（白線記入後） （南東から）

3-Bプロック全景（南から）
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第4節 白井丸岩遺跡

3-Bブロック西部（上から）

3-Bプロック（実体視用）

151 



第3章 FP層下面の調査

3-Cブロック

畦状遺構 9号畦：幅1.8m、高さ 19cm、走向

N-78°-W、N-47°-E。畦の上面の凹凸が激しい。

KY-26グリッドで向きを変え、そこから10号畦が分

岐している。この付近の 9号畦は、 FA-FP間の土

壌層中に黒色灰層を挟んでいる。 古い畦状遺構

4号畦：幅2.4m、走向N-35°-E、9号畦の手前で不

明瞭になる。 道 1号道：幅30cm、走向N-11°-E

で、僅かに凹んでいる。路面は平坦で、硬化してい

るが、南に行くに連れて、それが不明瞭になる。9

号畦と交わるところで、道は途絶えており、北側へ

伸びる形跡は確認されなかった。 蹄跡 9号畦の

南側でやや多い部分があるが、他は少ない。 立木

13号立木：径約1.5m、深さ約20cmのすり鉢状の落

ち込みが確認された。断面図はFA下面以下しか記

録されてないが、根跡部分の土層はFP・FAを含む。

その他 9号畦の南側と北側で、地表面の色調が異

なり、南側の方が黒みが強い。また、 9号畦の両側

で、円形の僅かな高まりや、凹み、 FP混じりの土

の僅かな商まりなどが見られる。 3-Cブロック南部 （上から）

3-Cブロック（実体視用、畦の凹凸や立木の窪みがよくわかる。）
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第4節 白井丸岩遺跡
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3-Dブロ ック

畦状遺構 10号畦 ：幅l.lm、高さ 5cm、走向

N-85°-W。畦の上面は、 FP混じりの土がなく、の

っぺりしている。古い畦状遺構の可能性もあるが、

上端、下端の線が明瞭であるので区別した。 8号

畦 ：幅2.0m、高さ 6cm、走向N-8°-W。畦下のFA

下面が、周囲に比べ僅かに高ま っている。 11号畦

：幅2.0m、高さ 9cm、走向N-78°-W。 9号畦と 8

号畦をつなぐように伸び、東寄りで高く、西寄りで

第 4節 白井丸岩遺跡

低くなっている。これはFA下面で凹凸の残る倒木

跡の盛り上がりの影響と考え られる。畦部分の土層

はFA混じりで、周囲よりも色調が明るい。 蹄跡

11号畦と10号畦に挟まれた部分は、蹄跡が少ない。

その他 11号畦と10号畦に挟まれた郁分は、地表面

の色調が患褐色で、所々にFAの塊を含んだ色調の

明るい部分や、FP混じりの土が盛り上がる部分が

ある。

3-Dブロック全景 （東から）

3-Dブロック （実体視用）
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第3章 FP厨下面の調査
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第3章 FP層下面の調査

3-Eブロック

畦状遺構 9号畦：幅1.3m~2.0m、高さ14cm、走

向N-21°-E、N-81°-W。LD-23グリソドで走向をほ

ぼ90度変える。この畦は走向が何度も変化するが、

畦下のFA下面はどの断面でも僅かに商ま っている。

LD-22、23グリッド付近では、焼土が広く分布し、

その下位には炭化物層がある。また、畦上に径約20cm

の白色軽石が1点ある。畦上の粒径の大きい軽石に

ついては、北中道 3区で詳述する。 8号畦：幅

2.0m、高さ 9cm、走向N-13°-W、N-77°-W。 9号

畦と同様に途中で走向を変える。 LC-22グリッドに

は、 9号畦と 8号畦をつなぐ僅かな高まりがある。

断面東Aでは、 FA-FP間の土壌層の中程に炭化物層

が見られる。 蹄跡 9 号 • 8号 ・11号畦に囲まれ

た部分では、蹄跡は検出されなかった。その他の部

分には少ないが蹄跡がある。 立木 14号立木：径

60cm程の浅い落ち込みが検出された。 その他 9 

号• 8号 ・11号畦に囲まれた部分は、地表面の色調

が黒褐色で、細かな緻が多数ある。一方、 9号畦の

西側や 8号畦の東側は暗褐色で、 FP混しりの土が

あまりなく、凹凸はあるものの滑らかな地表面であ

る。

3-Eブロック全景 （北東から）

3-Eブロック（実体視用、地表面の様子の差がわかる。）
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第3章 FP層下面の調査

B — L=l95.40m 

且 L;]95.60m

旦 L0]95.50m

9号畦の焼土 (FP滉じり土を除去した状態）（西から）
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第160図 8号 ・9号畦断面図

8号 ・9号畦断面a （西から）



第4節 白井丸岩遺跡

号畦
B' 

8号畦 a ’ 

b2 

b3 

B3 Cl 

゜
50cm 

9号畦断面a （西から） 8号畦断面a （西から）
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第3章 FP層下面の調査

3-Fブロック

畦状遺構 12号畦： 幅1.4m、高さ llcm、走向

N-21°-E。LE-26グリッドで収束する。畦上には焼

土が広く分布しており、焼土の下には炭化物や黒色

灰層がある。焼土は固結する には至っていない。

4号古畦：幅2.6m、高さ 4cm、走

向N-13°-E。この調査区は中央部が僅かに低くなっ

ているが、その地形変換点に沿うように、この畦が

伸びている。 蹄跡 少ない。 その他明瞭では

ないが、根株痕のような径50~80cmの円形の僅かな

高まりが、多く見られる。 3-Aブロックのものほど、

はっきりしない。

3-F • Gプロック全景 （南から）

3-Fブロック（実体視用）
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第4節 白井丸岩遺跡
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第 4節 白井丸岩遺跡

3-Gブロック

畦状遺構 12号畦：幅l.7m、走向N-13°-E。LG-26

グリッド付近で蛇行する。畦上には断続的に焼土が

分布している。畦を構成するFP混じりの土を取り

除いたところ、植物の根跡または小動物の生痕が集

合したような凹凸の激しい形状となった。また、

LH-26グリッドでは円形の落ち込みが生じた。これ

は 1号倒木 (P353参照）に伴うものである。 蹄

跡非常に少ない。

□
 

／ ー／ ／ ／ ー

3-Gプロック全景（北から） 第163図 3-Gブロック

平ジ（

ぷ， 

恐AQ

ロ
゜

2m 
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第3章 FP層下面の調査

3-Hブロック

蹄跡 少ない。 その他 全体的には平坦であるが、

径50~60cm程度の、浅い落ち込みや僅かな高まりが、

数多く見られる。

3-Hブロック全景 （上から）

3-Hブロ ック （実体視用、平坦な面でも細かな凹凸がある。）
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第4節 白井丸岩遺跡

（
 

第164図 3-Hプロック 0 2m 

丸岩 3区畦セクション

遺構 断面 幅 昴さ FP混
炭化物 焼土 FAの残存

FA下面
そ の 他

番号 番号 m cm じり土 の凹凸

7 A 8 ， △ 
゜

△ S-JJO 僅かに凸
7 B 14 10 

゜
△ △ S-1△ 僅かに凸 畦下に落ち込みがあり、焼土・炭化物を含む。

8 A 16 12 

゜゜
S-1△ 僅かに凸

8 B 10 6 

゜
△ S-5△ 凹凸あり FA下面は倒木の影響で凹凸がある。

8 a ]] ， 
゜゜

S-lOX 僅かに凸

8 b 7 ， 
゜

S-100 僅かに凸， A 18 19 

゜
S-11△ 僅かに凸 部分的にS-11があるが、全体としてFAの残り悪い。， B 16 16 

゜゜
S-110 僅かに凸， a 15 14 

゜゜゜
S-10△ 凸 焼土の下に炭化物層がある。， b 13 11 

゜
S-1 X I n I 

10 A 5 5 △ S-10△ 凹凸あり

11 A ， ， △ S-1 X 凸 FA下而は倒木の影響で盛り上がる。

12 A l2 l l 

゜゜゜
焼土・炭化物が多い。

3古 A 5 ， △ S-110 畦上に蹄跡あり。

3古 B 7 6 S-1△ 畦上に蹄跡あり 。

4古 A 3 4 畦上に蹄跡あり。
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第3章 FP層下面の調査

第5節

1区概要

［ 

白井北中道遺跡

ML -1閂—

ー

|

l

ー、ヽ
―

張り付いている。この調査区では、植物珪酸体分析

の試料を調査区を横断するように採取した。分析の

結果、 2 号畦• 3号畦付近で広葉樹の植物珪酸体が

検出された。また、僅かながらイネやキビ族の植物

珪酸体も検出されたが、この場所での栽培の可能性

は低い(P381参照）。

LX -11斗

゜____,ヒ

第165図北中道 1区全体図

微地形 調査区の西端に谷があり、南へ向かうほど

15m 

低くなっている。南西隅では約0.6m程の比高差が

ある。その他の部分は平坦な面をなしている。 遺

構 調査区西寄りに、焼土・炭化物を多く含んだ畦

状遺構が伸びる。この畦は調査区内で収束する。調

査区北東部では、 2本の畦状遺構と道があり、それ

らが平行して伸びている。 蹄跡分布 全体的には

あまり多くないが、調査区北東部の畦状遺構の西側

に、蹄跡の集中する箇所があり、子ウマのものと思

われる小さな蹄跡もある。 地表面の様子 平坦部

では、円形や楕円形の僅かな高まりが見られる。谷

部分では、 FPを取り除くと黄色シルトが地表面に
北中道 1区全景（上から）

EP L=l97.00m EP' 

第166図 1区断面図

゜
6.5m 
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1-Aプロック

畦状遺構 1号畦：幅2.6m、高さ 14cm、走向

N-10°-W。谷の落ち際に沿って伸びる。畦上にぱ焼

土があり、その下層に炭化物を伴うことが多い。炭

化物はササ類の根株が多く、 LX-120グリッドでは

ニレ科ムクノキが検出された。この畦は、規模や焼

土の分布の類似から、丸岩 3区の12号畦と一連のも

のである可能性があるが、断定はできない。

第5節 白井北中道遺跡

古い畦状遺構 1号古畦：幅2.8m、商さ 6cm、走

向N-80°-E。FP-FA間の土壌層を少し削ると、炭化

物や焼土粒の混じる土壌が帯状に分布する。断面A

の観察では、 FP-FA間の土壌層中に 2層の黒色灰

層が確認された。 蹄跡 少ない。 その他 1号

畦中に含まれる炭化種子の分析の結果、シロザ近似

種やスゲ属などの、乾燥した場所に生育する雑草が

多く検出された。

1号畦（南から）

1号畦焼土 (LY-120グリッド）（南東から） 1号畦焼土 (LY-120グリッド）

l
.
 

9

会

一
1号畦断面A （北から） 1号古畦断面B （西から）
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第3章 FP層卜面の調査
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第 3章 FP層下面の調査

1-Bプロ ック

蹄跡 少ない。 立木 1号立木：上幅約l.Sm、

深さ19cmの円形の落ち込みとして確認された。根跡

部分の土層は、上部にFAを含むが、 FAより下位の

基本土層を主体としている。根跡に囲まれた地山は

硬化している。この立木については、植物珪酸体分

析を行っているが、樹木の珪酸体のピークは見られ

゜ 0 

(9／へ、］

＼＼_// 

＼ー） ） ＼ 

,¥  ~。 C
0 ¥ 。10

11 ¥ 

ない。(P381参照） その他 MB-ll8グリッド付

近は植物痕の残存状況が良い。地表面には、円形の

僅かな高まりがあるが、植物の根株跡と断定できる

ものはない。また径 1m程の範囲で、焼土のように

土壌が赤みがかっている部分があるが、変色が僅か

で炭化物層を伴わないため、原因が熱によるものか

どうかは判断できない。
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第3章 FP層下面の調査

1-Cブロック

畦状遺構 1号畦：幅2.4m、高さ 14cm、走向

N-1°-W。MG-120グリッドで収束する。畦上には

断続的に焼土が分布し、特に畦が収束する部分で多

い。焼土の断面Dでは、炭化物と焼土が2層づつ互

層になっている。畦中の炭化物はササ類の根株が多

く、その他にムクノキ、コナラ節が検出された。

古い畦状遺構 2号古畦：幅1.4m、走向N-71°-Eの、

僅かな高まりが帯状に続く様子が確認された。

蹄跡 少ない。 立木 2号立木 ：この立木はFA

上面調査時に確認された。根跡部分の土層は、

FA・FPを含む。根跡に囲 まれた地山は硬化してい

る。 その他 1 -Bブロックと同様の、赤褐色範

囲が5箇所認められる。また、円形の僅かな高まり

が数力所ある。調査区の北東隅から 1号畦にかけて、

調査区を横断するように行った植物珪酸体分析の結

果、 1号畦や 2号古畦部分に、特別な珪酸体の集中

は認められなかった。

1 暗褐色土。FP• FAを含む。空隙があり、締まりなし。

2 暗褐色土。FAブロノクを 1培より多く含む。FPを含む。

L= J 96. 50m 

第171図 2号立木断面図 ゜
lm 

2号立木断面（南から）

1号畦焼土 (FP混じり土除去後の様子）
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第5節 白井北中道遺跡
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1-Dブロ ック

畦状遺構 2号畦：幅3.0m、高さ 10cm、走向

N-19.5°-W。畦下のFAは最上部の層まで残ってい

る。断面Aより南側では、焼土があり、畦上に蹄跡

が詔められる。 3号畦：幅l.7m、高さ 14cm、走

向N-25°-W。断面Aでは畦下のFAが痺い。 2号 ・

3号畦と 1号道は、ほぽ平行に直線的に伸びており、

北中道 2区で続きが検出されている。 古い畦状遺

構 2号古畦 ：幅1.4m、走向N-71°-E。 道 1号

道 ：上幅0.9m、下幅0.6m、走向N-25°-W。断面A

では、路面が周囲より 10cm程低くなっており、道の

下の土壌は硬く締まっている。この道には、ウマの

蹄跡が付いており、ウマが道を通っていたことがわ

かる。 蹄跡 3号畦の西側に、畦に沿うように蹄

跡の多い部分がある。ここでは、幅100mm前後の蹄

跡と、幅80mm以下の蹄跡が混じっている。小さな蹄

跡は円形に近い形状で、仔ウマのものと考えられる。

その他 2号畦と 1号道に挟まれた範囲は、地表面

の色調が黒みを帯び、細かな鍛がある。特にMI-ll4、

MJ-115グリッドでは植物痕の残存が良好である。

植物珪酸体の直線状の分析結果から、 2号畦と 1号

第5節 白井北中道遺跡

道の間では、ウシクサ族 （ススキ属など）が他より

も多く検出され、 2号畦から 3号畦にかけての範囲

では、広葉樹の珪酸体が検出された。

1-Dブロ ック全景 （南東から）

1-Dブロック （実体視用）

177 



第3章 FP層下面の調査
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第3章 FP層下面の調査

2区概要

微地形 調査区の北東から南西にかけて、比高差が

約 lmの谷があり、夏場の調査時には、谷の底面に

常時水がついていた。南東部と北西部には、やや平

坦な面がある。 遺構 10本の畦状遺構と、 1本の

道が検出された。畦状遺構の内、道を伴う南西部の

ものは、北中道 1区から連続するもので、谷をわた

るように伸びている。また谷底付近を谷に沿って伸

びる畦状遺構があり、これは畦の中央部がやや低く

なっている。4号畦、 9号畦は炭化物が多い。 蹄

跡分布 調査区中央の谷の斜面で多く認められ、谷

底へ向かって下りる歩行跡が数力所で確認された。

8 • 9号畦以北では、蹄跡は検出されなかった。ま

た、調査区中央と 9号畦北で、ヒトの足跡が数個確

認された。 地表面の様子 南西隅の谷部分で、

FPを取り除くと黄色シルトが地表面に張り付いて E 

いる。6号畦の南側では地表面の色調が暗褐色であ

るが、北側では黒褐色となり、さらに 9号畦の北側

で暗褐色となる。また、 9号畦を境に蹄跡の分布が

異なるが、植物珪酸体分析でも、畦を境にススキ属

型の密度に大きな差があることが明らかになった

(P381参照）。 炭化種子分析では、 9号畦でアズキ近

似種が検出された (P430参照）。 また、谷部分で植

物珪酸体分析を行ったが、イネは検出されなかった。

H
 

SPA 周辺の風景 （北から）

|

l
し、―

責
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第176図 北中道 2区全体図
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゜
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L=l98.00m SPA' 

第177図 2区断面図

゜
4.5m 
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第5節 白井北中道遺跡

北中道2区北部 （南から）
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第3章 FP層下面の調査

2-Aブロック

畦状遺構 4号畦：幅 2.9m、高さ 11cm、走向

N-11°-W。畦の中央部が低く、その部分に焼土や炭化

物が多い。炭化物は、断面で 2層確認できる。断面A

では、畦の南側のFA上面が、周囲に比べてやや低く

なっている。数力所でFAのブロックが畦の上面に

載る。 蹄跡 少ない。4号畦の北側で、列になっ

ている蹄跡があるが、一連の歩行跡とは断定できな

かった。4号畦上にも蹄跡が残っている。 その他

MN-112グリッド付近で植物痕の残存状況がよい。
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第3章 FP層下面の調査

2-Bプロック

畦状遺構 5号畦：幅6.3m、高さ 16cm、走向N-

21 °-w 。 北中道 1 区の 2 号畦• 3号畦から続くもの

で、 1区では明瞭に 2本の畦だったが、 2区では名

残はあるものの、 1号道も含めて幅広く全体的に商

まる。この畦は谷を横切るように伸びている。谷底

付近で 6号畦が分岐する。 道 1号道：踏みしめ

られている面の幅は45cm、走向N-15°-W。南東部で

は周囲よりも低く溝状になっているが、谷部分に向

かうに連れて、高まりの上にのるようになる。断面

Bの観察では、 1層が道部分にあたり、硬化してい

る。その下部でやや北よりにある 2層も硬化してお

り、かつて道として使用されていた可能性がある。

しかし、他の断面では硬化層が重複して観察できる

ものはない。道の下部のFAはS-11が残存している。

蹄跡 畦の脇で多い部分があるが、全体的には少な

い。畦や道の上にも蹄跡がある。

A
 

5号畦

L0196. 70m 
|/ 1号道 ＼ 

A4 S -II 

B L=l96.40m 5号畦

← 1 号道~
B4 

第180図 5号畦、 1号道断面図

1号道

1 暗褐色砂質土。酸化鉄の小さな斑点あ り。 硬く締まっている。

2 黄褐色砂質土。細かい軽石を含む。ごく薄い砂層の互層で、

非常に硬く締ま っている。

3 暗褐色土。 FA(S-11)プロソクを含む。硬く締ま っている。

4 褐色土。均質。硬く締まっている。

5 暗褐色土。 やや粘性があり、締まっている。

5号畦、 1号道断面B（南から） 5号畦断面B（南から）
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第 5節 白井北中道遺跡

5号畦、1号道断面A （東から） 1号道断面A （南から）

゜
50cm 

2-Bブロック全景（南から） 2-Bプロノク全景（白線記入後） （南から）
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第3章 FP陪下面の調査
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第181図 2-Bブロック
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第5節 白井北中道遺跡

2-Cブロック

畦状遺構 6号畦：幅3.3m、高さ8cm、走向N-44°-E。

中央部がやや低くなっており、 2本の畦が平行する

ような形状である。 蹄跡 MS-113、MS-114グリ

ソドで、ほぼ直線的に谷底へ向かって下りる 7歩分

の行跡（ひと続きの足跡）が確認された。前肢の蹄

幅は平均94nm、後肢の蹄幅は平均92mm、歩幅は平均

72cmである。この行跡は、畦の手前でわからなくな

る。 ウマの行跡（東から）

＼
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第182図 ウマの行跡 (MS-113• MS-114グリソド）
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2-Cブロック全景（南から）
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第5節 白井北中道遺跡

2-Dブロック

畦状遺構 6号畦：幅3.lm、高さ 15cm、走向

N-36°-E。谷の底面の東寄りを谷に沿うように伸び

ている。畦下のFA下面が、どの断面でも僅かに高

l
l
¥、一

挟んでいる。また、植物珪酸体分析で、樹木起｝原の

珪酸体が周辺よりも多く検出された。 蹄跡 6号

畦の東側の斜面ではやや多いが、畦の西側の谷底部

では、

j
ー
、
‘
-

。

~,

l 

品

。

。
第185図 2-Dブロック 。
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2-Eブロ ック

蹄跡 NB-115、NB-116グリッド付近で、直線的に

並ぶ蹄跡が平行して 2列確認された。はっきりとし

た行跡は認められないが、南側の列は蹄跡が南東向

きに揃っており、谷底へ向かって下りる一連のもの

と考えられる。また、 ND-115グリッド付近でも蹄

跡の列が検出された。西向きと判定できる蹄跡が複

数あり、斜面を登るように移動したものと思われる。

谷底部分にはあまり蹄跡が詔められない。

ウマの行跡 （北西から）

2-Eブロック全景 （南東から）

第 5節 白井北中道遺跡

調査風景

蹄跡
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第5節 白井北中道遺跡

2-Fブロック

蹄跡 やや多く、斜面を登り 下 りする方向に列がで

きている。NF-114、NF-115では、谷底へ向かって

下りる 8歩分の行跡（ひと続きの足跡）が確認され

た。前肢の蹄幅は平均113mm、後肢の蹄幅は平均

103mm、歩幅は平均83cmである。この行跡は、斜面

の途中でわからなくなる。 ヒトの足跡 NE-114 

グリッドで 4個検出された。グリッド南東隅の 2個

は、指の形まで識別できる。 ヒトの足跡

l
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第5節 白井北中道遺跡

ー、―

第190図 2-Gブロック
2m 
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第 3章 FP層下面の調査

2-Gプロック

畦状遺構 6号畦：幅2.7m、商さ 15cm、走向

N-21°-E。中央部がやや低くなっている。断面Aで

は、 FP-FA間に炭化物層が 2層認められる。

号畦：幅1.4m、高さ 8cm、走向N-56°-W。

と11号畦を繋ぐように伸びる。表面は黒色みを帯び、

FP混じりの土があまりない。

高さ15cm、走向N-18.5°-E。

の畦を繋ぐように伸びる。

では蹄跡は認められない。
1• 
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衷tー今ーふ—

6号畦

8号畦：幅2.0m、

7号畦と同様に、

蹄跡

ドでやや集中するが、全体的に少なく、
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ょ ク,.. 
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6号畦断面A （東から）
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6号畦断面B（西から） 7号畦断面A （西から）

2-Gブロック全景（東から）
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第3章 FP層下面の調査

2-Hブロック

畦状遺構 11号畦：幅3.0m、高さ 10cm、走向

N-17°-E。幅の広い直線的な畦だが、このブロソク

で 3本の畦に分かれる。 9号畦：幅1.8m、高さ

10cm、走向N-78°-W。畦上に炭化物と焼土が分布す

る。畦の南側の下端は出入りが激しいが、北側は比

較的緩やかである。また断面Cでは、畦の上位のFP

の堆積に乱れがあり、畦上に何かあったものと思わ

れるが、柱穴は確認されていない。 蹄跡 9号畦

以南では少量分布するが、北側では検出されなかっ

た。 ヒトの足跡 NJ-114グリッドで 7個確認さ

れた。長さは約22cmである。 その他 9号畦の両

側で地表面の様子に変化がある。南側は蹄跡が多く

黒褐色であり、北側は蹄跡がなく暗褐色である。ま

た南側が斜面であるのに対し、北側は平坦な面であ

る。植物珪酸体分析でも、畦を境にススキ属型の密

度に大きな差があり、南側で多い。炭化種子分析で

は、 9号畦でアズキ近似種が検出された(P430参照）。

A
 

9号畦

A6 L0193.30m A' 

B L=l93.30m 

第192図 9号畦断面図 ゜
50cm 

9号畦（西から）
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第5節 白井北中道遺跡
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第 5節

2-Iブロ ック
叶

畦状遺構 11号畦 ：幅2.7m、高さ 15cm、走向

N-l7°-E。中央部がやや低くなっており、贔は少な

いが炭化物や焼土が見られる。直線的に伸び、北中

道3区へ続いている。 12号畦 ：幅2.8m、高さ8cm、

走向N-75°-W。11号畦と T字に交わる。中央部が低

く、両端が高い。表面は黒みを帯び、 FP混じりの

土があまりない。 蹄跡 全く検出されなかった。

11号畦断面B （南から）

12号畦断面A （南から）

11号畦（北から）
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2-Jブロ ック

畦状遺構 10号畦:幅2.3m、高さ15cm、走向N-25°-

E。谷の底面に近いところで検出された。黄色

／ロ
I I 
I I 
I I 
／ 

／ 

／ 

／ 

第5節 白井北中道遺跡

シルトが畦中にパイプ状に入り込んでいる。 蹄跡

全く検出されなかった。
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第198図 2-Jブロック
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3区概要

微地形 調査区南東隅に、北中道 2区から続く谷の

斜面が検出された。この谷に合流するように伸びる、

浅い谷が南西部にある。他は平坦な面で、東へやや

傾斜している。 遺構 幅の広い畦状遺構が、調査

区を縦断するように、ほぼ直線的に伸びる。 蹄跡

分布 非常に少ない。検出されないグリッドが多い。

第 5節 白井北中道遺跡

地表面の様子 白色軽石が、地表面に点在する。特

に1号畦上には、拳大以上の軽石が多く 、これらは

堆積の状況から、 FPではないと思われる。南西隅

の谷部分では、黄色シルトが地表面に張り付いてい

る。また、調査区中程には倒木の痕跡が、落ち込み

として残っている。調査区の北部では、根株跡状の

高まりが多く検出された。

ー、―

干Q-107 

5号立木

D
 

北中道3区全景（南から）

Ieが'
＼ 

--fT-101 

北中道3区西部（南から） 第200図北中道 3区全体図 。
15m 

EP EP' 

第201図 3区断面図

゜
5m 
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第3章 FP層下面の調査

3-Aブロック

畦状遺構 11号畦：幅3.0m、商さ 9cm、走向

N-24°-E。谷部分は畦幅がやや細くなるものの、地

形に影響されることなく、直線的に伸びており、北

中道 2区へ連続する。 蹄跡 少ないが、 11号畦の

西側は比較的残存状況が良い。 立木 3号立木：

FP直下面では僅かな凹みのみで、平面確認はFA上

面で行った。FP混じりの黒褐色土で埋まる。断面

の形状を見ると土坑様で、根の張出しが認められな

いことから、立木痕でない可能性もある。 その他

11号畦以東の谷部分は、 FP降下以降に浸食を受け

蹄跡

ている。また、黄色シルトが地表面に張り付いてお

り、 FP-FA間の土壌層中にも攪乱を充填するよう

に入り込んでいる。

A L=l99.00m Bl 

XII 

゜ヒ1 黒褐色土。FPを含む。細礫を多く含む。

2 黒褐色土。礫を含む。

第202図 3号立木断面図

’—ノ
• —• ― ”̀・一疇

3号立木断面（東から）

A' 

lm 

a上＾ ●一『rr渭n -

3-Aプロック全景 （南から）
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第5節 白井北中道遺跡
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第3章 FP層下面の調査

3-Bブロック

畦状遺構 11号畦：幅3.6m、高さ 19cm、走向

N-28°-E。中央部がやや低くなっており、 2本の畦

が平行するような形状である。断面Dで畦中に炭化

物層が認められるが、これは面的な広がりを持ち、

草本類の茎や葉が断片的に形状をとどめている。ま

た、畦上には拳大以上の軽石が、点々と見られる。

古い畦状遺構 3号古畦：幅0.9m、走向N-26°-W。

NX-105、NY-105グリッドで、 FP-FA間の土壌層を

少し削ると、炭化物や焼土粒の混じる土壌が帯状に

分布する。この下部のFAはS-11まで認められ、残

3号古畦 (FP下面を削った様子）（北から）

3-Bプロック全景 （北から）

208 

存状況が良い。 蹄跡 非常に少ない。 立木 4 

号立木：上幅約70cm、深さ15cmの円形の落ち込みと

して、 11号畦上で確認された。根跡部分の土層は

FPを含むものが主体で、 一部FAを含む。 その他

畦上などで見られる拳大以上の大きな軽石は、その

下にFP最下層の火山灰が認められないこと、拳大

以上の軽石は 3区のFPでは、 FP下面から25cm上位

の1-18までは、ほとんど認められないことから、

FPではない可能性もある。またFAの火砕流（S-5)

中に軽石が含まれており、畦上の軽石がどちらに由

来するのかわからない。

11号畦上の軽石（東から）

.. 

11号畦断面C（部分）（東から）

11号畦断面D （北から）



第5節 白井北中道遺跡
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3-Cプロック

畦状遺構 11号畦：幅3.4m、高さ 18cm、走向

N-22°-E。Bブロックと状況に変化はない。断面で

畦下のFA下面が、 1号畦と同様に 2箇所で高ま っ

ているが、これは平面的にも連続しており、 FA下

面でも畦状の高まりが存在している。 蹄跡 11号

畦の西側と 1号1到木の周辺に分布する。11号畦の西

側のものは、一連の行跡と思われるが、残存状況が

悪く断定できない。 倒木 1号倒木（詳細はP355) 

: FA降下前の倒木であるが、 FP下面で卵型の落ち

込みと、その脇の高まりが検出された。落ち込み部

調査風景 (11号畦）

第5節 白井北中道遺跡

分は長径l.2m、短径0.8mで、東側が最も深く 40cm、西

側に行くに従って徐々に浅くなる。落ち込みの底面

や側面には、FPの最下部の火山灰が付着している。

1号倒木（西から）

調査風景 (1局倒木） （西から）

3-Cブロソク全景 （地表面の色の違いは、調査後の乾燥の程度差による。） （上から）
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3-Dブロック

蹄跡 少ない。南西部のものは、 Cブロックから続

く行跡と思われるが、残存状況が悪く断定できない。

立木 5号立木： OK-105グリ 、ッドで、 FA下面調査

時に確認された。根跡部分の土層はFPを含む。

6号立木： OL-104で確認された、 5号と同様の立

A＼互し A

、 9

`̀ -9 

亨x吠
心も

］ 

5号立木

L=200.00m 

1 黒褐色土。FPを多贔

に含む。締ま りなし。

2 暗褐色土。FPを含む。

締ま りなし。

3 褐色七。基本七層VII層

主体。

OL+lm-105 

+ i A 
A
 

` A' ¥ I 
ヽ／

‘̀--/ 6号立木

A' 

口一
L=200.00m 

A
 

Bl 

1 黒褐色土。FPを多址

に含む。締まりなし。

2 暗褐色土。 FPを含む。

締ま りなし。

A' 

L=200. 30 m 1号株痕

三
A' 

2号株痕

゜
lm 

L=200.00m 

第209図 5号・ 6号立木、 1号・ 2号株痕断面図

第5節 白井北中道遺跡

木。 その他 OI-105グリッドで、根株状の高ま

りが2箇所確認された。高まり部分の下のFAの堆

積や、 FA下面の状況に特に変化は見られなかった。

また、 OI-104グリッドでは焼土が検出され、植物

珪酸体分析を行ったところ、周辺よりもウシクサ族

の密度が高いことがわかった。

5号立木断面（南から）

6号立木断面（南から）

1号株痕断面（南東から） 3-Dプロック全景（南から）
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第 3章 FP層 I‘―面の調査
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3-Eプロック

畦状遺構 11号畦：幅34m、高さ18cm、走向N-13°-E。

他のブロックと同様で、中央部がやや低く黒みがか

る。畦の表面は凹凸が激しく、拳大以上の軽石が、

点々と見られる。FP混じりの土のみを除去してみ

たが、同じく凹凸が激しい。断面に見られる炭化物

層は面的にも広がり 、ウシクサ族の植物珪酸体が多

く検出された。断面Eでは、 FP降下後と思われる

根跡で、攪乱されている。この畦は北中道 4区では、

検出されなかった。 蹄跡 非常に少ない。 立木

7号立木 ：上幅約60cm、深さ11cmの落ち込みとして

検出され、根跡部分の土層はFPを含む。西隣には

根株状の高まりがある。 その他 OL-101グリ ッ

ド付近には、根株状の円形の高まりが多く確認され

た。このうちの 3号根株について、中心部から外側

△―B3 Cl Bl _ ~- L=200.20m 

~ 3号株痕

第 5節 白井北中道遺跡

にかけて、植物珪酸体分析を行ったが、特別な変化

は認められなかった。また、 11号畦上でコナラ節の

炭化材が検出された。

le.._CI Cl..!{__  L=200.20m 

I ,'―- 4号株痕

A
 

A' 4号株痕断面 （南から）

7号立木

1 暗褐色土。FPを多碕に含む。

2 暗褐色土。FPを含む。

3 患褐色土。碁本土ll'iVI層主体。

4 暗褐色十．。 基本土層VII層主体。 0 l m 
I 

第2ll図 7 号立木、 3 号 • 4号株痕断面図

11号畦（南から） 3-Eブロック北部 （南から）
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第 3章 FP陪下面の調査
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第3章 FP層下面の調査

4区概要

微地形 調査区中央に比高差の小さな緩斜面があ

り、南西側が高く南東側が低い。斜面の両側は平坦

面となっている。調査区南東部は、東に向かって低

くなる斜面となっている。 遺構 村道の東側の調

査区では、等高線に直行する畦状遺構が検出されて

いる。西側の調査区では、斜面部に等高線に沿うよ

うに、畦状遺構が伸びる。 蹄跡分布 全体的に少

なく、特に南東部の斜面や、中央の平坦面では検出

されなかった。 地表面の様子 Cブロックと Dブ

ロックで、地表面が波打っているように見えた部分

があり、当初畑の畝の痕跡かと考えたが、畦状遺構

の一部と見解を改めた。村道の西側の北寄りと、村

道の東側で炭化種子分析を行った。その結果、タデ

属などの種子が確認された（詳細P430)。

＼
 

受怜

9号立木

゜

15m 

北中道4区東部（北から） 第214図北中道4区全体図

EP L=201.00m EP' 

第215図 4区断而図

゜
5m 
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4-Aブロック

畦状遺構 13号畦：幅1.4m、高さ12cm、走向N-86°

-w、ほぼ東西。等高線に直行し直線的に伸びる。

15号畦との連続性ははっきりしないが、走向は約

68゚異なっている。 蹄跡 非常に少なく、 13号畦

の南側では検出されなかった。 立木 8号立木：

第5節 白井北中道遺跡

FPを含む。 FP下の土壌層やFAの残存状況が良く、

FP降下後の根跡の可能性がある。 9号立木：

OQ-97グリッドで確認された。根跡部分の土層は

FPを含む。 その他 OQ-98グリッドに根株状の

円形の高まりがあり、周囲よりも 4cmほど盛り上が

っている。高まりの中央部下ではFA層が途切れて

OM-97グリッドで確認された。根跡部分の土層は いる。
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3 黒褐色土。FAを多く含む。

第217図 8号・ 9号立木、 5号株痕断面図

13号畦断面A（西から） 13号畦 （東から）
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第 5節 白井北中道遺跡

4-Bブロ ック

畦状遺構 14号畦：幅1.0m、高さ 9cm、走向N-

30°-w。2箇所で東側に伸びる部分があるが、調査

区外になるため、独立した畦状遺構となるかどうか

はわからない。畦の走向に沿った断面Cでは、場所

により FAの残存状況に差がある。 蹄跡

畦の西脇に言葱められるが、非常に少ない。

10号立木 ：FP直下面では僅かな

凹みのみであった。根跡部分の土

層はFAを含み、FPは

混じらない。
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第219図 4-Bプロック 14号畦 （南から）
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4-Cプロック

畦状遺構 15号畦：幅3.2m、嵩さ 12cm、走向N-

23°-E。西寄りに特に高まる部分があり、東側へは

緩やかに低くなる。調査途中でこの畦が、 2~ 3条

の畝跡の様に見えたが、調査区全体が明らかになっ

たところで、最も明瞭な高まりのみ縦方向への連続

性が良いこと、横への新たな畝の広がりがないこと

から、最終的に畦状遺構とした。この畦はFP混じ

りの土が畦上に少ない。16号畦との接続部分でば焼

15号畦断面A（南から）

第5節 白井北中道遺跡

土が確認され、焼土の下には炭化物層が言忍められた。

また、断面A、Bで畦の中央からやや東寄りで、

FA上面が落ち込むが、これらは一連の溝状の窪み

となっている。 16号畦：幅l.lm、高さ8cm、走向

N-76°-W。 蹄跡 非常に少ない。 立木 11号立

木： FP直下面では僅かな凹みのみで、 FA上面で確

認された。根跡部分の土層はFAを含み、 FPは混じ

らない。15号畦下の溝状の窪みは、この立木の幹跡

の可能性がある。

16号畦断面A （東から）

尻／

4-Cブロック全景（北から）
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第 3章 FP層下面の調査
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第 3章
ul 
喜

15号畦：幅2.5m、高さ10cm、走向N-18°-E。頁
： 

等高線に沿うようにほぼ直線的に伸びる。畦の中央

4-Dブロック

畦状遺構

部が低くなっており、東側がやや不明瞭であるが、

2本の畦が並んでいるようである。 FP-FA間の土壌

層中に炭化物の薄層を挟む。畦の上面の凹凸が少ない。

畦の中央部と西脇は地表面が黒みを帯びている。蹄

跡

FP層下面の調査

非常に少ない。その他

調資途中で15号畦周辺が、

Cブロックと同様に、

3 ~4条の畝跡の様に見

えた。これは地形の変換点に位置すること、 15号畦

に2列高まりがあること、畦上にFP混じりの土があ

まりないため、周囲の地表面と様子に差がなく畦が

認識しづらかったことが挙げられる。また、高まり

が3~4条並んで認められるのは一部の範囲のみで、

調査区全体には広がらない。
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第5節 白井北中道遺跡
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第3章 FP層下面の調資

4-Eプロ ック

畦状遺構 15号畦：幅l.Om、高さ 12cm、走向N-

26°-E。PM-89グリッドで走向を変え、南側では 2

列の商まりを持つ畦であったものが、高まりが1箇

所になり 17号畦が分岐する。FP-FA間の土壌層中

に炭化物の薄層を挟む。 17号畦 ：幅1.3m、高さ

12cm、走向N-86°-E。 蹄跡

にややまとまる部分がある。
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第5節 白井北中道遺跡

5区概要

微地形 北西側の調査区範囲際が、全域にわたって

高くなっており、小さな段丘があるものと思われる。

調資区の北東部には、南北方向の浅い谷がある。

遺構 中央に幅の広い畦状遺構があり、調査区南部

で走向をほぽ90゚変える。この畦から 2本の畦状遺

構が枝分かれしている。南西部には道があり、調在

区を横切っている。 蹄跡分布 道の南側では認め

られなかったが、北へ行くほど多く検出され、畦上

でも蹄跡が確認された。 地表面の様子 道の周辺

や18号畦の西側で、植物痕の残りがよい。18号畦の

西側では、円形の高まりがあり、植物珪酸体分析の

結果、ウシクサ族が他より多いことがわかった。

c‘ 

゜
15m 

第230図 北中道 5区全体図

北中道5区全景（南から）
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第231図 5区断面図
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第3章 FP層下面の調査

5-Aブロック は検出されなかったが、北側のPW-83グリッドで

道 2号道：幅0.4m、走向N-36°-W。緩く蛇行し は集中して多く認められた。 その他 2号道の周

ており、路面は硬化している。この道の東の延長上 囲は植物痕の残存状況が良く、路面にも細長い直線

は約25mで段丘崖となる。 蹄跡 2号道の南側で 状の植物痕が残っている。

A L0200.30m ←2号道→ A' 

゜
50cm 

2号道断面A（南東から） 蹄跡（北から）

5-Aプロック全景（北西から）
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第 5節 白井北中道遺跡
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第3章 FP層下面の調査

5-Bブロック

畦状遺構 18号畦：幅2.4m、高さ 14cm、走向N-

48°-Eであるが、 PW-82グリッドで方向を変え走向

N-35°-Wとなる。表面は黒みを帯び、 FP混じりの

土がなく滑らかである。断面Bでは、 FP-FA間の

土壌層中に炭化物の多い層を断続的に挟む。 蹄跡

やや多く、 PX-81付近では残存状況が良い。畦の上

にも多くの蹄跡が付いている。

PX-81グリッド付近蹄跡（北から）

5-Bブロック全景（東から）

234 

調査風景（東から）

18号畦（南から）
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第 3章 FP層↑面の調査
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5-Cプロック

畦状遺構 18号畦：幅2.7m、高さ 9cm、走向N-

33.5°-W。 蹄跡 QD-80グリッド付近に多く分布

する。 その他 円形の高まりが数箇所で認められ、

表面が黒みを帯びているものがある。3箇所の高ま

りを横断するように、 20mに渡って20cm間隔で植物

QB-83グリッド付近植物痕 （西から）

-:ーー＾ーヘタ• ～ ー、．．芯．翌へ，．．さー` ..ン°~• 

‘ •9 ’ 氏 ・‘‘・る

QE-81グリッド付近株痕 （東から）

第 5節 白井北中道遺跡

珪酸体分析を行った結果、高まり部分ではウシクサ

族が他より多いことが判明した (P381参照）。この

ことから、これらの高まりはススキ等の根株跡と考

えられる。また、QB-83杭の付近で、長さが90cmに

およぶ細長い植物痕が確認された。

分析試料採取風景

蹄跡集中部（北西から）

5-Cブロック全景（北東から）
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第3辛 FP層下面の調査
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第5節 白井北中道遺跡

5-Dブロ ック

畦状遺構 18号畦．・幅3.2m、高さ15cm、走向N-8°-E。

断面Cでは、畦の中央から西寄りでFAの残存が良

いが、東端では逆にFAが削られている。 19号畦

：幅2.5m、高さ 13cm、走向N-90°-W。18号畦と接

続し T字状となる。断面Aでは、畦上面と FP-FA

間の土壌層中に炭化物の多い層が断続的に分布して

いる。 蹄跡 19号畦の北側で集中する。畦

上にも蹄跡が残る。 その他 QG-79グリッ

ド付近では植物痕の残存状況がよい。

（
 

ー、一

［、＿

゜

゜

QG―互

第237図 5-Dブロック

゜
2m 

239 



゜
50
cm
 

第
2
3
8
図
18
号
・
19
号
畦
断
面
図

18
号
畦
断
面
C
（
南
か
ら
）

19
号
畦
断
面
A
（
南
か
ら
）

軽
石
除
去
前
の
蹄
跡
（
北
東
か
ら
）

蹄
跡
石
膏
入
れ

5
-
D
ブ
ロ
ッ
ク
全
景
（
南
か
ら
）



第5節

5-Eブロック <̀| 

畦状遺構 20号畦：幅1.4m、裔さ 8cm、走向N-32°-W。

18号畦 •19号畦に比べ、幅が狭く高さも低い。表面は

黒みを帯び、 のっぺりとしている。断面Bでは、

FP-FA間の土壌層中に炭化物の薄層を挟む。

畦の両側とも多く、特にQK-74グリッドでは91個の蹄

跡が確詔された。20号畦上にも蹄跡がある。

20号畦断面A （西から）

20号畦断面B（南から）

5-Eブロック全景（南東から

蹄跡

幽一曲
O
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第3章 FP層下面の調資
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5-Fプロック

畦状遺構 18号畦：幅3.2m、高さ 13cm、走向N-

l7°-E。Dブロック以南では平坦面に伸びていた畦

が、斜面部に伸びるようになる。表面は黒みを帯び、

FP-FA間の土壌層中に炭化物の薄層を挟む。断面

bでは、畦下部分にFAがS-11まで残っている。

20号畦：幅0.8m、高さ 5cm、走向N-5°-W。QN-75

グリッドで18号畦と合流する。表面は黒みを帯びて

いる。 蹄跡 18号畦と20号畦に挟まれた部分でや

や多い所がある。畦上にも蹄跡が分布する。

北中道 5区畦セクション

逍構 断面 幅 高さ FP混
炭化物 焼土

FAの FA下面

番号 番号 じり土 残存 の凹凸m cm 

18 A 3.6 l l △ 僅かに凸

18 B 2.5 14 △ 

l8 C 3.2 15 △ △ S-llO 僅か凹凸

18 a 3.0 l 3 △ 

゜18 b l. 4 12 △ S-llO 

19 A 3.2 l 3 △ 

20 A 1.0 8 △ 

20 B 1. 3 5 △ 

゜
俯かに凹

20 a 1. 2 12 △ 僅かに凸

20 b 0.9 5 △ 

第5節 白井北中道遺跡

5-Fブロソク拡張部全景（北から）

そ の 他

畦上に蹄跡あり 。

中間に炭化物の多い層が断続的に見られる。

東寄りでFAが削られている部分あり。

FA上面凹凸あり。

畦 r．に蹄跡あり。
中間に炭化物の多い層が断続的に見られる。畦上に蹄跡あり。

FAの途切れる部分あり 。

畦上に蹄跡あり 。

畦上に蹄跡あり。

5-Fブロック全景 （北から）
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第5節 白井北中道遺跡

6区概要

微地形 全体的にほぼ平坦であるが、西寄りに浅い

南北方向の谷があり、さらに西側は斜面となり比高

差約 3mの段丘となっている。 遺構 畦状遺構は

走向が、南北方向のものと東西方向のものが主体で、

中央部を南北に伸びる25号畦上には、炭化材が認め

られる。西側の斜面部には 3本の畦状遺構が並んで

いる。調査区の南端にはとぎれとぎれに続く畦状遺

構がある。 蹄跡分布 全体的に多く、南部で非常

に多い。その中では25号畦の両脇がやや少なめであ

る。畦上や斜面部にも蹄跡が認められる。 地表面

の様子 所々で地表面の色調が黒ずむ。調査区の南

半で 2箇所倒木の痕跡があり、北半では立木痕が5

本検出された。

北中道6区調査前の様子

ー
、
―

13号立木

fH -71 -¥-H-57 

亨 -57

゜
15m 

第244図北中道 6区全体図
EP L=202.00m EP' 

第245図 6区断面図

゜
lOm 
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第 3章 FP層下面の調査

国道17号・国道353号バイパス接続部より榛名山を望む（北東から）

北中道6区全景 （南西から）
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第5節 白井北中道遺跡

6-Aブロック

畦状遺構 21号畦：幅2.0m、高さ 8cm、帯状の高ま ー
一 条

りがとぎれとぎれに続く 。走向は全体的にはN-31°-E

だが、ジグザグ状に並び、個々ではばらばらの走向

である。 蹄跡 全体的に多 く、西部で非常に多い。

残存状況も良好で、畦上にも蹄跡が認められる。

倒木 3号倒木（詳細はP357): FA災害時の倒木であ

るが、 FP下面で上幅約2.2m、深さ約17cmのすり鉢状

の落ち込みとして確認された。これは根株のあった

部分に柑当する。 その他地表面が黒みを帯びて

いる部分があり、そこでは蹄跡が少ない。

や叫921,"ょt翌汰文化 }A地で ‘Itい＼

21号畦断面A （南東から）

第246図 ゜
50cm 

3号倒木 （西から） QR-72グリ ッド付近蹄跡 （北西から）

6-Aブロック全景 （北西から）
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第3章 FP層下面の調資
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6-Bブロ ック

畦状遺構 22号畦：幅2.4m、高さ14cm、走向N-4°-

W。断面図には表れていないが、地表面は薄い黒褐

色土が広がる。26号畦との接続部分は、その手前ま

で高さが9cmであったものが、高さ 4cmと低くなっ

L0201.10m 

22号畦断面A （南から）

第 5節 白井北中道遺跡

ている。 蹄跡 中程度の分布量であるが、 6区の

中ではやや少ない。畦上にも蹄跡が認められる。

倒木 QU-66グリッドに楕円形の高まりがあり、礫

混じりのローム質の土壌が露出している。これは

FA降下以前の倒木の痕跡である。

QU-66グリッド倒木（南から）

6-Bブロック全景（南から）
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第3章 FP層下面の調査
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第5節 白井北中道遺跡

6-Cブロ ック

畦状遺構 23号畦：幅2.8m、高さ 10cm、走向N-

42°-w。緩やかな弧を描くように伸びる。南西側が

高く、北東側にやや低い商まりがあり、それらが並

ぶような形態をとる。 蹄跡 分布量は中程度であ

り、畦上にも蹄跡が認められる。 遺物 QW-59 

グリッドで、同一個体と思われる土師器の甕の口縁

部、頸部、胴部の破片が、 FP-FA間の土壌層中より、

6点出土した。これらは、23号畦とその脇にあたる

部分の下位に位置し、 No.6はFP直下面より 9cm下

で検出された。 その他植物痕の残存状況が良い。

＼＼三：

＼ ＼ ＼ 
＼ ＼ 
＼ ＼ ＼ー／
¥ ¥¥  ¥ 
‘‘——\_/—--
0¥  ¥ー・~

¥ ¥~―--~  

ヽージ／へこ一-----\＼二—ー／
~--/―へ、一＼、＼ ／‘ 

。 ¥ ¥‘‘―  

--------、------、~、~-゜

第250図 遺物出土地点(IV層中） ° 
破線は23号畦の位置を示す。
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゜
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第251図 6-Cブロック出土遺物

番号| 種類 出土 法罰
成・整形技法の特徴

①胎土 ②焼成 l 残存状態
器種 層位 (cm) ③色調 備考

l I土師器 w層 口一 外面 口縁部下位横撫で、胴部縦位箆撫で後撫で ①粗粒砂 I破片
甕 底 ー 内面 口縁部横撫で、胴部横位箆撫で ②普通

古向 ― ③にぶい橙色

第252図 23号畦断面図

゜
2m 

23号畦断面A （南東から） QW-59グリッド付近蹄跡（南から）
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第3章 FP層下面の調査
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第 5節 白井北中道遺跡

6-Dブロック 沿って僅かに低い。 26号畦：幅2.2m、高さ 9cm、

畦状遺構 25号畦：幅2.4m、高さ13cm、走向N-5°-

W、N-87°-E。RB-62グリッドでほぼ直角に向きを

変え、その変換点で23号畦と交わる。交点部分は高

さが低い。畦上で数点炭化材が検出され、 RC-63グ

リッドでは、畦に沿うように約4.7mにわたって炭

化物の痕跡が認められた。畦の東側と北側は、畦に

A 

走向N-71°-E。23号畦との接続部分は、低くなって

おり、幅も狭い。

蹄跡

24号畦：幅1.0m、走向N-84°-E。

25号畦西側から26号畦の北側にかけて、畦の

脇では蹄跡が少ない。25号畦の東西方向に伸びる部

分では、畦上に多くの蹄跡が残る。

L02Ql.40m A' 
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第255図 畦下のピット位置図

破線は畦と畦上の炭化材の位置を示す。

炭化材出土状態（北から） 6-Dブロソク全景（東から）
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第5節

6-Eプロック がら伸びる。 吋
畦状遺構 26号畦：幅2.2m、

13°-W。北側に高い、南側にやや低い高まりがあり、

それらが2列平行したり、

高さ 7cm、走向N-

1つにまとま ったりしな

蹄跡 中

程度の分布で、西へ行く

ほど多くなる。畦の上に

も認められる。

白井北中道遺跡

ーー・ z.—・ヽ
鼻` • • .・ ' ご～ ，^げ

•. •. . •.. -; 
己サパ乞 ・,,‘夕 ’． ご • 

• 9.,.J'.. 4 { , 9 
つ← ・ -’必―—^~ 9 ． ←＾ 

26号畦断面A （南東から）

ー、ロ
’~~ :'‘ 
← / 

RB-66グリ ッド付近蹄跡 （東から）

6-Eブロック全景 （西から）
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第3章 FP層下面の調査
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6-Fブロック

畦状遺構 26号畦：幅2.Sm、高さ 8cm、走向N-

74°-w。27号畦の手前で収束し、 27号畦との間に約

60cmの間隔がある。 27 • 28 • 29号畦：幅l.Om、

l.Om、l.Om、高さ 5cm、走向N-4°-W。西に向かっ

て高くなる斜面の裾に近いところで、等高線にやや

第5節 白井北中道遺跡

斜行して、 3本の畦が平行に伸びる。 蹄跡 中程

度の分布で、畦上や斜面部にも確認できる。 その

他 このブロックは国道17号線と国道353号線の境

界部分にあたる。27• 28 • 29号畦については、既刊

の『白井北中道1I遺跡』報告書に10• 11 • 12号畦と

して掲載されているものを、再び掲載した。

27号・ 28号・ 29号畦（奥は北中道1I遺跡の調査区） （東から）
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第3章 FP層下面の調査
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第3章 FP層下面の調査

6-Gプロック

蹄跡 やや多い。 立木 12号立木：長径90cmの楕

円形の落ち込みで、根跡部分の土層はFPを含む。

13号立木：長径1.12mの不定形な落ち込みとして確

認された。 14号立木：長径60cmの楕円形の落ち込

み。 15号立木：長径45cmの楕円形の落ち込み。

遺物 RF-61グリッドで、土師器甕の口縁部の破片

が 3点検出された。これはQW-59グリッド出土の

破片と、同一個体と思われる。 その他 RG-60グ

リッドで径約15cmの礫が 2点検出され、僅かに地面

A 
--B5 Cl 

1 
］ 灰褐色土。 FP、炭化物を含む。

第261図 12号立木断面図

締まり弱い。

2 暗褐色土。FPを含む。締ま

り弱し沿

3 暗褐色七。 FP、基本土層 IX

層を含む。締まり弱い。

L0201.00m 

゜
lm 

13号立木 （東から）

に埋まり込んでいる。これらは倒木によるものでは

ない。また、 RH-59グリッドには細かな炭化物片が

散っている箇所がある。

l : 3 

6-Gプロック出土遺物

心 ・ ・一

12号立木断面 （南から）

曼

12号・14号立木(12号立木はFPを除去する前の状態） （南から）

6-Gブロック全景（南から）
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第3章 FP層下面の調査

6-Hブロ ック

畦状遺構 25号畦：幅2.2m、高さ 7cm、走向N-4°-

W。直線的に伸び、畦の東側は、畦に沿って僅かに

低い。畦上の所々に炭化材があり、木目が畦に沿っ

ている。 蹄跡 畦の脇で少ないが、その他ではや

や多い。 立木 16号立木：径35cmの円形の落ち込

みとして確認された。 遺物 RE-62グリッドの25

号畦脇で、土師器甕の頸部の破片が、 FP-FA間の

土壌層より、 1点出土した。これは、QW-59グリ

ッドで出土した破片と、同一個体と思われる。 そ

の他 RF-67グリッドで炭化材を検出した。炭化材

の破片の残存状況から、元は長さ140cmのものと90cm

のものの 2本であったと推定できる。
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第264図 6-Hブロック出土遺物

I I l 

゜
10cm 

番号I 種類 出土 法益
成・整形技法の特徴

①胎土②焼成 残存状態

器種 層位 (cm) ③色調 備考

1 I土師器 w層 ロー 外面 口縁部横撫で、胴部斜縦位箆撫で後撫で ①粗粒砂 I破片
甕 底一 内面 口縁部横撫で、胴部横位箆撫で ②普通

古向 ＿ ③にぶい橙色

6-Hブロック全景 （手前の窪みは16号立木） （西から）
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